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巻頭言

宇宙の起源、地球の歴史、生命の誕生から進化、文
明の発達と文化の醸成など、世知辛い日々の生活を忘
れて、想いを馳せることは楽しく人間の生きている意
味でもある。材料力学の原理に基づき作られている工
業製品や機械、建築物、大きなものでは土木構造物な
どがあるが、これらより有機物で構成される人間一人
の寿命の方が長い。骨や筋肉、血液などが環境に順応
してより良い状態になるように自動的に調節されるか
らである。
目に見えることでは、人の手の中指にできるペンだ

こ、バイオリニストの左手の指が長くなるなどもあ
り、植物では、木々の根から天に向かう幹や枝、葉の
形状など、そのおかれた地質や太陽の光、風などの環
境に応じて合理的な形に自動的に変化することにも顕

れる。大きなストレスが生じたり痛手を受けるとその
部分が成長したり改良され、過剰な部分は細くなった
り省かれることになる。これらの性質をHomeostasis
といい、人間社会、構築物、工業製品などのより良い
設計、改良、より良い技術者の教育への努力も同じよ
うに考えることができる。
ただ、大きな地震や大津波による災害や原子力発電

所の爆発などは、文明の発展に比べ頻度が非常に少な
いため、欠点に気づき、改良される前に大きな痛手を
受けてしまう。残った人類の将来が何万年もあるな
ら、これらの災害や事故も文明の進歩発展のために必
要な大きな痛手といえる。次には同じ失敗をしないこ
と、できれば新しい痛手を受けずに次の時代に進むこ
とが望まれる。
このために、世の中を動かしている人々に豊かな想

像力が必要であり、社会の人々を説得できる学問とシ
ミュレーションが必要である。ブラックボックスとし
てのコンピュータソフト、他人の決めた境界条件、各
種の基準やマニュアルに埋もれた研究者や技術者か
ら、社会を正しい方向に導く発言は生まれない。コン
ピュータをONにする前に、君の頭脳をONにしよう。
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